
５
千
９
５
７
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
調
査
で

の
稲
作
農
業
従
事
者
数
は

８
７
６
戸
、
近
年
の
米
価
の

下
落
ま
た
は
従
事
者
の
減

少
に
よ
り
、
平
成
24
年
は

７
３
０
戸
と
減
少
し
て
い
ま

す
。Q　

本
年
11
月
27
日
に
農

林
水
産
大
臣
宛
て
に
米

価
の
下
落
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

米

価
下
落
に
対
す
る
全
国

の
米
価
の
実
態
調
査
し
、
把

握
す
る
こ
と
で
、
深
刻
な
事

態
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
、
備
蓄
米
の
買

い
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
、

備
蓄
古
米
を
飼
料
米
、
ま
た

は
食
料
不
足
で
苦
し
む
諸
国

に
支
援
米
と
し
て
送
る
こ
と
、

以
上
の
３
点
が
要
望
の
概
要

で
す
。

Q　
農
林
水
産
省
に
よ
る

米
価
下
落
対
策
の
特
例

措
置
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

米
・

畑
作
物
の
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策
、
通
称
、
ナ
ラ

シ
対
策
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一

定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者

を
対
象
と
し
て
、
収
入
減
少

に
よ
る
農
業
経
営
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
米
、
麦
、

大
豆
等
の
当
年
産
の
販
売
収

入
の
合
計
額
が
標
準
的
収
入

を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の

差
額
の
９
割
を
補
填
し
ま
す
。

Q　
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
稲
作
農
家
に
対
し
て

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

A
市
長　

稲
作
農
家
は
、

今
年
の
米
価
が
大
変
低

い
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し
い

状
況
と
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

市
単
独
の
施
策
は
な
か
な
か

と
り
に
く
い
の
で
、
要
望
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
よ
う
に
、

国
・
県
の
打
ち
出
す
施
策
に

つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　
今
の
市
の
財
政
状
況

を
鑑
か
ん
がみ
て
、
少
な
く
と

も
現
在
の
危
機
的
状
況
を
乗

り
越
え
、
あ
る
程
度
安
定
す

る
ま
で
の
期
間
、
市
の
単
独

補
助
事
業
等
の
利
用
の
拡
大

を
要
望
し
た
い
が
、
市
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

A
市
長　

市
と
し
て
の
財

政
状
況
を
鑑か

ん
がみ
た
場
合

に
、
大
き
な
施
策
を
と
る
と

い
う
こ
と
は
大
変
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
十
分
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 ◆

市
民
税
、
国
保
税
に
つ
い
て

Q　
市
の
税
金
が
少
し
高

い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

近
隣
市
と
の
税
率
比
較
は
ど

う
か
。

A
市
長　

個
人
の
市
民
税

は
、
均
等
割
は
市
が
３

千
５
０
０
円
、
県
が
１
千

５
０
０
円
で
あ
り
、
所
得
割

は
、
市
が
６
％
、
県
が
４
％

で
、
標
準
税
率
を
使
っ
て
お

り
、
県
内
の
市
町
村
は
一
律
で
、

本
市
が
特
に
高
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A
市
民
部
長　

国
民
健
康

保
険
税
は
、
市
町
村
ご

と
に
ま
ち
ま
ち
で
す
。
予
測

さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
国
・

県
等
の
補
助
金
と
被
保
険
者

が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
負
担
頂
く
も

の
で
す
。
市
で
は
、
医
療

保
険
分
の
所
得
割
額
は
７
・

46
％
、
均
等
割
額
は
２
万

５
千
６
０
０
円
、
平
等
割
額

は
２
万
９
千
６
０
０
円
で
、

同
様
に
後
期
高
齢
者
支
援
分

と
介
護
納
付
金
の
組
み
合
わ

せ
で
１
世
帯
の
国
保
税
が
決

ま
り
ま
す
。

　

市
税
と
違
い
、
各
市
町
村

間
で
税
率
や
算
定
方
式
も
違

い
ま
す
。
国
保
税
は
目
的
税

で
す
の
で
、
市
の
場
合
、
約

20
億
円
を
被
保
険
者
に
負
担

い
た
だ
い
て
お
り
、
全
体
の

所
得
が
下
が
れ
ば
、
税
率
を

上
げ
な
け
れ
ば
、
必
要
な
財

源
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
は
24
年
度
に
税
率
を
山

武
郡
市
６
市
町
の
平
均
値
に

改
定
し
、
そ
の
後
に
郡
内
の

市
町
で
は
改
定
を
行
っ
て
お

り
、
26
年
度
は
２
番
目
に
低

い
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
と
の
比
較
で
す
が
、

東
金
市
や
大
網
白
里
市
よ
り

も
若
干
低
い
で
す
が
、
八
街

市
や
富
里
市
よ
り
も
高
い
状

況
で
す
。

Q　
過
去
の
滞
納
は
ど
う

か
。

A
市
民
部
長　

市
民
税
に

係
る
収
入
未
済
額
は
、

こ
こ
２
年
間
は
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
徴

収
率
は
、
現
年
課
税
分
の
特

別
徴
収
率
は
99
・
9
％
と
良

好
で
す
が
、
普
通
徴
収
は
86

％
弱
で
す
。
滞
納
繰
越
分
の

徴
収
率
は
15
・
7
％
で
す
が
、

収
納
率
も
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
納
税
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
入

未
済
額
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
24
年
度
か

ら
は
市
民
税
と
同
様
、
２
年

連
続
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
納
誓
約
を
交
わ
し
て
分

割
納
付
を
行
っ
た
り
、
滞
納

処
分
の
差
し
押
さ
え
や
交
付

要
求
を
行
っ
た
結
果
、
債
権

の
保
全
が
な
さ
れ
、
時
効
の

中
断
し
た
も
の
な
ど
、
20
年

以
上
前
の
債
権
の
管
理
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
滞

納
額
が
多
い
原
因
の
１
つ
で

す
。Q　

税
の
徴
収
努
力
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

A
市
民
部
長　

滞
納
を
減

少
さ
せ
る
に
は
、
徴
収

を
上
げ
る
方
法
と
、
徴
収
で

き
な
い
不
良
債
権
を
整
理
す

る
方
法
と
、
２
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
滞
納

者
と
接
点
を
持
ち
、預
貯
金
・

保
険
契
約
な
ど
を
充
当
さ
せ

て
も
ら
う
の
が
基
本
で
す
。

Q　
１
年
間
保
険
を
使
用

し
な
か
っ
た
場
合
に
還

付
等
考
え
、
少
し
負
担
を
和

ら
げ
る
方
向
は
ど
う
か
。

A
市
民
部
長　

目
的
税
な

の
で
困
難
で
あ
り
、
ま

た
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 ◆

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

Q　
来
院
数
の
増
減
は
ど

う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

本
年

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

患
者
数
は
前
年
同
月
と
比
較

し
１
万
５
千
８
４
２
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

Q　
患
者
数
が
減
少
し
た

原
因
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

減
少

し
た
理
由
は
特
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
常
勤
医
師
が
退

職
し
た
こ
と
、
ま
た
４
月
か

ら
の
増
税
等
に
よ
り
患
者
様

の
受
診
抑
制
が
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q　
単
に
勤
務
医
師
の
減

少
で
は
な
く
質
の
高
い

医
師
や
診
療
で
、
変
化
す
る

　

個
人
質
問

林　善和 議員

おいしいお米作りに努める農家
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